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夏祭り（盆踊り） 村祭り（御霊神社例祭）

都会とも人ともほどよい距離感の田舎

【春】御霊神社の枝垂桜【初春】八幡神社の桃

【秋】稲木干し【夏】田原川の蛍 【冬】安楽寺の積雪

四季の移ろい

日吉町佐々江 ( ささえ ) は京都府南丹市日吉町の最も東に位置します。

東は京都市右京区、北は南丹市美山町に隣接する人口１２０人ほどの集落です。

京都市右京区の福王子交差点から約３０㎞ ( 車で４５分 ) に位置し、京都市内の職場や

観光地へもアクセスのよい地域で、若狭の海まで約 1 時間の場所です。

佐々江は移住していただくにあたって、本当の田舎好きには少し物足りないかもしれません。

いわゆる中途半端な田舎とも言える佐々江の魅力を少しでもお伝えできればと思います。 

一番の魅 力は、自然 環 境のよさと住 人の優しさです。編 纂には移 住者も加わり、

移 住者視点の議論もしました。佐々江に移 住を考えておられる方に、少しでも参考

になれば幸いです。

豊かな動植物

お 祭 り

郷土料理

「京都・南丹佐々江の暮らし」を手に取っていただき、ありがとうございます。このパンフレットは、わがまち「佐々江」を

こよなく愛するメンバーが作りました。みなさんは田舎ぐらしにどんなイメージをお持ちですか？

自然豊かな環境で、ゆったりと心地よく過ごしたいですよね？　暮らしていく上で、自然環境も大きな要素ですが、

ご近所さんとの人間関係も重要ポイントです。高齢化が進む過疎地域では、みんなで協力して暮らしています。

それを煩わしいと感じる方もいるかもしれません。わたしたちは、この佐々江が大好きなので、縁あってこの地に

移住して下さった方が、万にひとつでも「こんなはずじゃなかった」という気持ちになられたとしたら、とても辛いのです。

だから、「いいことも悪いことも」佐々江のくらしをありのままに書き記しました。知った上でなお、ここのくらしを

一緒に作っていこうと思ってもらえたのなら、こんなにうれしいことはありません。

京都府

南丹市日吉町

佐々江

令和６年の情報をもとに作成しました。今後変更される可能性があります。

更に詳細をご覧になりたい方は
WEB 版をご覧ください

移住のご相談などは担当部局にお問合せください
南丹市役所：０７７１-６８-００１９（地域振興課）

定住促進サポートセンター：０７７１-６８-１６１６

MAP
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中佐々江

佐々江

北谷口
上佐々江

下佐々江下佐々江

佐々江のお地蔵様
区域内には確認できてい
る範囲で２８ヶ所５０体
以上のお地蔵様がいらっ
しゃいます。数百年前か
ら地域はもとより、旅人
を見守ってきました。

カタクリカタクリ

クリンソウクリンソウ

ササユリササユリ

至 美山町

至 JR日吉駅

至 周山
（京都市右京区）

至 室谷

至 漆谷

佐々江トンネル

神楽坂トンネル

原峠

田原川
佐々江あたご山野草苑

矢原工房

上佐々江会議所 AA隠れ家

イボ岩
cafe RILLA

佐々江山村広場 消防詰所
レィラス

明日ヶ谷城址

神楽堂址

八幡神社

熊野神社

金比羅権現社

佐々江峠地蔵堂

愛宕神社

御霊神社

御霊神社

金毘羅宮

弁財天

秋葉神社

下佐々江会議所

ふれあい
ランド

生活改善センター

安楽寺

枝垂桜

ササユリ

地蔵堂内

イボ岩

１０柱祭神（伊弉諾命・応神天皇・
崇 道 天 皇・吉 備 大 臣・伊 予 新 王・
藤原吉子夫子・藤原大夫・橘逸勢・
文屋宮田麿・火雷天神）を１社で祀る。
創祀は慶長年間（１５９６～１６１４）
で、１６８７年に社殿が再建された。
社格は村社。

「イボができる」と伝承のある２ｍ四方
ほどの大岩。
昔ある１人の木こりがこの岩の上で
煙 草 を吸っていると、たちまち体
いち面にイボが出てきた。神様に
御伺いを立てたところ、『岩の上に
座ったからだ』と御告げがあった。
との伝承が伝わる。

佐々江あたご山野草苑
村おこしではじめた苑造り。プロの
庭師が知識経験を惜しみなくつぎ
込み、理想とする庭園のような山野草
の森を造りました。
初夏の「ささゆり開花祭り」や秋の

「黒枝豆フェスタ」は一大イベントに。

阿弥陀如来坐像

安楽寺
阿弥陀如来を御本尊とする浄土宗
のお寺で、山門付近の桜が見事。
１５３２年佐々江明日谷に開創され
たと伝えられ、文政年間に現在地に
移設。薬師如来坐像、四天王立像
などが南丹市指定文化財に指定さ
れている。

佐々江峠地蔵堂
古文書によれば、若狭の八百比丘尼
が 地 蔵 尊 を造 立 され たとのこと
だが、地蔵堂の創建年は不明。
子 安 地 蔵 として 慕 わ れ て お り、
８月 末 には 地 蔵 盆 の 供 養 を行 い
子供の成長と地域を見守っていた
だいている。

佐々江イラストマップ
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